
平 成 28 年 度

大 学 院 入 学 試 験 問 題

数 学

試験時間 10:00～12:30

注 意 事 項

1. 試験開始の合図まで，この問題冊子を開かないこと．

2. 本冊子に落丁，乱丁，印刷不鮮明の箇所などがあった場合には申し出ること．

3. 本冊子には第 1問から第 3問まである．全問を日本語ないし英語で解答する
こと．

4. 解答用紙 3枚が渡される．1問ごとに必ず 1枚の解答用紙を使用すること．
解答用紙のおもて面に書ききれないときは，裏面にわたってもよい．

5. 解答用紙上方の指定された箇所に，受験番号およびその用紙で解答する問題
番号を忘れずに記入すること．

6. 草稿用白紙は本冊子から切り離さないこと．

7. 解答に関係ない記号，符号，文言などを記入した答案は無効とする．

8. 解答用紙および問題冊子は持ち帰らないこと．

受験番号 No.

上欄に受験番号を記入すること．



(草稿用白紙)



第 1問

非負整数 nについて，トリボナッチ数列 {Tn}は次のように定義される．
⎧⎪⎨
⎪⎩

T0 = T1 = 0
T2 = 1
Tn+3 = Tn+2 + Tn+1 + Tn (n ≥ 0).

以下の設問に答えよ．

(1) 任意の非負整数 nについて式 (1.1)を満たす行列 Aを求めよ．
⎛
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(2) 行列 Aのランクおよび特性方程式 (固有値が満たす方程式)を求めよ．

(3) 行列Aの固有値を λ1, λ2, λ3とするとき，それぞれの固有値に対応する固有ベクトルを λ1, λ2, λ3

を用いて表せ．

(4) 行列Aは実数固有値を一つのみ有することを示せ．また，これを λ1としたとき，1 < λ1 < 2で
あることを示せ．

(5) ある複素定数 c1, c2, c3を用いて Tn = c1λ
n
1 + c2λ

n
2 + c3λ

n
3 と表せることを示せ．c1, c2, c3の値を

明示的に求める必要はない．

(6) lim
n→∞

Tn+1

Tn
= λ1 を示せ．





第 3問

以下の設問に答えよ．

(1) n個の同等な玉を，互いに区別できる r 個の箱に入れる方法は何通りあるか．ただし，n ≥ 1，
1 ≤ r ≤ nとし，どの箱にも少なくとも１個の玉が入るものとする．

次に，黒玉 n個と白玉m個を無作為に 1列に並べることを考える．同じ色のひと続きの並びを連と呼
び，黒玉の連の個数を r，白玉の連の個数を sとする．ただし，n ≥ 1，m ≥ 1，1 ≤ r ≤ n，1 ≤ s ≤ m

とする．たとえば

● ● ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ●

の場合は r = 3, s = 2となる．

(2) 黒玉同士，白玉同士を区別しないで並べる方法は全部で何通りあるか．

(3) 黒玉の連の個数が r，白玉の連の個数が sとなる確率 P (r, s)を求めよ．

(4) 黒玉の連の個数が rとなる確率 P (r)を求めよ．

(5) (1 + x)n(1 + x)m = (1 + x)n+mを使って，次式が成り立つことを示せ．
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(6) rの期待値E(r)と分散 V (r)を求めよ．また，N = n + m， lim
N→∞

n

N
= λ とするとき（λは実数

の定数）， lim
N→∞

E(r)
N
と lim

N→∞
V (r)
N
を求めよ．



(草稿用白紙)



(草稿用白紙)


